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新羽高校の校長が編集する新聞 

本日は、今年度最後の学校見学会においでい

ただき、誠にありがとうございます。 

通信 

新羽高校の校長が受検生のために作った新聞  

令和８年 1 月 20 日 第 7 号 

令和8年１月19日の学校見学会で、新羽高校の全ての学

校広報行事は終了しました。学校見学会では、日替わり

で紙版の「羽ばたきの丘通信」をお渡ししていました。

最終日発行の内容を転載して、受検生の皆さん全員への

メッセージとしたいと思います。 



 

 

この新聞は、通常は、本校公式HPに掲載して

いるwebマガジンですが、冬季学校見学会に

おいでいただいた方たちのために、特別号と

して紙版にしました。 

鶴見川を挟んで新横浜を望む「白鷺の

丘」にたつ高校 

新羽高校のたつ丘は、昔、白鷺が多数生息し

ていたと言い伝えられています。 

そこで、白鷺の羽をあしらって校章と

し、白鷺の持つイメージから「誠実、

清楚、明朗」という校訓を掲げて 50年前に開

校しました。 



 

 

県立高校のなかでも、最大規模の各学年 10ク

ラスで、その分、なんと 160校以上の中学校

から多くの多彩な人材が集まります。ですか

ら、同じ趣味をもった友人を見つけることも

難しくありません。 

授業はチームだ！ 

私が、1月8日の 3学期始業式に生徒に話した

話を披露します。 

今年、第 102回箱根駅伝で 3年連続総合優勝し

た、青山学院大学監督の原晋さんが、かつ

て、学連選抜チームの監督を務めたときのエ

ピソードです。 



 

 

学連選抜チーム（現在は学生連合チーム）

は、予選会で敗退した大学の中から１名ずつ

エース級の選手が集められて編成されます

が、自分の大学が箱根駅伝を逃してしまった

時点で、モチベーションが落ちてしまい、箱

根駅伝では、選抜チームは（個々の選手の個

人成績はすごいのに）下位に低迷することが

多かったのです。 

しかし、原監督は、合同練習で集まった選手

たちにミーティングさせ、チームの目標を設

定させたり、チームとしての一体感を持たせ

てモチベーションを上げさせるようにしまし

た。 



 

 

その結果、前年 20位だった、学連選抜は、な

んと総合４位の好成績を収めました。 

原監督は、出身大学の異なる選手たちを、一

つのチームとして結束させ、選手たちの力を

引き出したのです。 

チームといえば、クラスも一つのチームで

す。よく「受験は団体戦」とも言います。勉

強もクラスを一つのチームとして、互いに励

まし合ったり、思いやったりして授業を受け

ることが大切なのではないでしょうか。 

ここまでが、私が始業式に、新羽生に語った

ことばです。 



 

 

新羽は授業を大切にしています 

新羽が、「授業を大切にしています」と

言ったら、意外に思いますか？  

「高校はどこも同じ…、じゃない！」そ

う考える私たち新羽高校は、これまで、

新羽ならではの、新羽高校だからこその

授業を行ってきました。 

だからといって、それは、他の学校にな

い奇抜な授業ではありません。むしろ、

日本の高校生が、本当に身に付けるべき

「力」を身に付けるための、いわば「王

道」の授業です。 



 

 

その「力」とは、ただ単に内申を上げると

か、大学へ入るための学力ではなく、社会に

出てから、いくつになっても使いこなせる

「力」です。 

新羽高校が育てたい３つの力＝「３つ

の羽」 

詳しい話は、HPの「バーチャル学校説明会」

動画で私の話を聞いていただきたいのです

が、新羽高校が、卒業までに生徒に育てたい

と考えている力は、 

課題解決能力 

自己管理能力 

https://www.pen-kanagawa.ed.jp/nippa-h/nyugaku/setumeikai/2025vchal.html
https://www.pen-kanagawa.ed.jp/nippa-h/nyugaku/setumeikai/2025vchal.html


 

 

豊かな人間性・社会性 

の３つです。 

この３つの能力（力）を、「３つの羽」と呼

んでいます。新羽生が卒業するときに、この

３つの羽を携えて、白鷺のように新羽高校か

ら社会へ飛び立っていってほしい… そんな

風にイメージしながら、教育活動を展開して

います。 

新この力を養うために、新羽高校は２つのこ

とを行います。 

１つは、生徒の主体性を育てるような仕掛け

をたくさん作ること 



 

 

２つ目は、そのために、授業に力を入れるこ

と。です。 

生徒の主体性の育成をめざす新羽高校

の教育 

ＩＣＴを効果的に使用した授業、体育祭、飛

翔祭（文化祭）などの学校行事、学年行事、

部活動、ボランティア活動などの社会貢献活

動、どれも新羽高校では、生徒の主体性を育

てることを主眼に営まれています。 

新羽高校の授業は、授業内容をただ暗記する

だけで終わらせず、自分で疑問を持ったり、

それを仲間と議論したり、発表したりする機

会をたくさん設けているのです。 



 

 

残り１ヶ月を有効に使って下さい 

本日が、新羽高校の今年度最後の学校見学会

です。 

約１ヶ月後の 2月 17日（火曜日）に学力検査

があります。 

私は、日頃から、受検生の方たちに「行ける

高校ではなく、行きたい高校を選んでくださ

い」と言っています。 

その「行きたい学校」に、新羽高校を選んで

いただいたのならば、その目標達成のため

に、この１ヶ月を有効に使って、最後の勉強

の総仕上げをしてください。 



 

 

皆さんの力が発揮できるよう、校長として祈

念しています。 

編集後記 

最後まで、お読みいただいてありがとうござい

ました。真摯に努力すれば、受検生の学力は、

学力検査の前日まで伸び続けます。どうか、コ

ンディションを整えて、自分の力を発揮してく

ださい。私は新羽高校で待っています。 

 


